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乳量・乳質の不思議編　Vol.12

酪農家さんにとっての商品は、生乳。搾る量や品質の違いが経営を左

右するので、その管理はとても大切です。生乳の量や品質には、どん

なことが関わるのか見てみましょう！

個体

同じ品種でも、1頭 1頭の能力は異なる。遺伝的な特性や、牛の

暮らす環境によっても違いが現れる。

年齢（出産回数）

一般的に、初めての出産では乳量が少な

く、お産を重ねると乳量が増える。その後、

高齢になると乳量が少しずつ減少する。

暑さ

乳牛は暑さが苦手。夏の

暑い時期は乳量が減り、

乳成分も低下しやすい。

体調

体調を崩すと乳量が減る

ので、ストレスを掛けない

こと。毎日の観察も必須！

搾り方

搾乳中に牛をびっくりさせたり、ストレスや苦

痛を与えると、アドレナリンの作用で乳房のハ

リが弱くなり、十分に搾れなくなるので注意。

餌

餌の量や栄養分が少ないと、乳量も減少する。回数、栄

養バランス、大きさ（形状）などによっても変化するため、

メニューをしっかり考えることが大切！

品種 乳牛の種類によって乳量や乳成分が異なる。

濃厚飼料

スーパーカウ

放牧草 サイレージ

ホルスタイン種

乳量が多く、国内はもとより世界中で最も
多く飼われている。乳脂肪率は3.8％前後。

ジャージー種

ホルスタインより乳量は少ないが、生乳
に含まれる乳脂肪率が約5%と濃厚。

ブラウンスイス種

乳脂肪率は約4%、バターやチーズに
よく利用される。

年間2万kgを
生産する乳牛。

放牧で飼う牛の乳量は4,000～6,000kg/年とさまざま。
全体の平均的な牛の生産乳量は8,000～9,000kg/年ほど。

スー
年間2万
生産する

放牧 飼う牛 乳量は4 000 6 000k /年とさまざま

生態のサイクル

出産から生乳を出す期間は約300

日。その間に、生乳が多く出る時と

少なくなる時期がある。また、乳成

分（脂肪分など）にも変化が。

をし り考える 大切！

濃厚飼料 放牧草 サイレージ
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